
・江戸時代末期に岡山県（現岡山市雄町）の篤
農家が発見した米で、現在も主に岡山県で生
産されている。

・日照時間が長く、また、豊富な水量、穏やかな
風といった気候風土が栽培に適している。
・10月下旬に成熟する晩生種で、背丈が160cm
以上になり倒伏しやすく栽培技術が必要。

・雄町は、酒造好適米の品種として評価は高い。
・GAP認証の取得は、輸出を見据えた取引先か
らの要請が契機。
・雄町で造った酒は味にコクがあるのが特徴。

【米】日本酒の輸出に向けたGLOBALG.A.P.の認証を取得（ＪＡ岡山東）
【岡山県赤磐市】

GAPに着目したポイント

日本酒の海外輸出を見据
え中国四国地域で初めて
GLOBALG.A.P.認証を穀物
で取得。

・「雄町」は、江戸時代から岡山県内で栽培されている在
来品種で、心白が大きくて柔らかく、酒造好適米の最高
級品種として評価は高く、濃醇な日本酒ができる。

取組産地の概要

【地域連携の状況】
・JA岡山東が赤坂特産雄町
米研究会事務局を担当。
・酒造会社からの要望を踏
まえ特別栽培米に取り組む。
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・雄町米出荷実績はH28年17,219袋
（25年対比136％）
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【実績・効果】
・５戸で栽培認証、38.4ｈａ
・農場管理規則を作成し、
ＧＡＰ認証を取得したことに
より、各農家の安全意識、
コスト低減に繋がった。

・今後、雄町米が他産地で
栽培されることがあっても
差別化が可能。

【今後の展望】

・「雄町米」の高付加価値
化に結び付け、安定的な
販売先の確保と拡大に繋
げる。

酒米「雄町」

グローバルＧＡＰ認証取得報告会

【参考】岡山県、岡山県酒造組合ＨＰ


